Synchronous ipsilateral renal cell carcinoma and transitional cell carcinoma : report of 2 cases by 林, 哲也 et al.
Title腎細胞癌と腎盂移行上皮癌の同側同時性重複癌の2例
Author(s)林, 哲也; 阿部, 豊文; 中山, 治郎; 岸川, 英史; 関井, 謙一郎;吉岡, 俊昭; 板谷, 宏彬















　 　 　 Kennichiro　SEKII,　Toshiaki　YosHloKA　and　Hiroaki　ITATANI
　 　 　 　 　 　 　 The　1)ePartmen彦of　Urology,　Sumitomo　Hospitα1








　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (Hinyokika　Kiyo　52:23-26,2006)
Key　words:Ipsilateral　kidney,　Renal　cell　carcinoma,　Pelvic　transitional　cc l　carcinoma,　Doublc























た.画 像上 は他臓器 に腫瘍 を認 めなかった.
　以上 より右 腎腫瘍,右 腎孟腫瘍 の診 断の もと,2001
年2月14日,右 腎尿管摘 除術 を施行 した.
　摘 出標本:右 腎孟 に乳頭状 の腫瘍 を認 め,右 腎下極
に黄色調 で内部壊死 を伴 う腫瘍 を認 めた(Fig.2).
　病 理 組 織 所 見:腎 腫 瘍 は,renal　cell　carcinoma,
clear　cell　subtype,　G2,　INFa,　pTlaであっ た.腎 孟
腫瘍 は,transitional　cell　carcinoma,　G2 pTaであっ




　既往歴　家族歴:特 記 すべ きことな し
　現病歴:2004年8月14日,検診での腹 部エ コー にて
左 腎外側 に径2cm,左 腎孟 に径4cmの 腫瘤 を認め,
精査加療 目的 にて同年8月17日,当 科紹介受診 となっ
た.
　現症 ・検査所 見:身 体所 見,血 液検査で は特 に異常
はな く,検 尿沈渣 では潜血が1+で あ り,尿 細胞 診で
は 自排尿がclass　III,左腎孟尿 がclass　Vで あ った.
膀胱鏡 では特 に異常所見 は認め なか った.
　画像所 見:腹 部MRIで は左 腎外側後方 に径2×2.5
cmの 腫瘤 を認 め,内 部 は不均一 で外方 に突 出 してい
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F圭g.2.　Gross　view　of　the　surgical　specimen.
　 　 　 　 There　are　renal　pelvic　tumor　and　renal
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　 Fig。4.　Gross　view　of　the　surgical　specimen.　 　 　 　
There　is　pelvic　tumor(arrows).
年9月14日,左 腎尿管摘 除術 を施行 した.
　摘出標本:左 腎孟 に白色乳頭状 の腫瘍 をみ とめ,図
にはないが左腎外側 に も黄色調 で内部 に一部壊死 を認
め る腫瘍 を認めた(Fig.4).























































Fig・3・A:MRI　 revealcd　a renal　mass　at　thc　le丘kidney(arrows).　B:MRI　 revealed　a renal　pelvic　mass　at　the
　 　 　 　 left　kidney(arrows).　C:Retrograde　pyelography.　Arrows　showed　the　fill三ng　defect　of　renal　pelvis.
林,ほ か:同 側腎　重複癌 25
clear　cell　subtype,　G2,　INF■,　pTlaで あ っ た.腎 孟
腫 瘍 は,transitional　cell　carcinoma,　G2,　pTlで あ っ
た.術 後9カ 月 を 経 過 し た 現 在,局 所,膀 胱 内 再 発 は

































除,腎 部分切除,腫 瘍核 出が選択 され うる.腎摘除
後,病理診断にて腎孟腫瘍の重複があった場合,腎 孟
腫瘍そのものは摘除される,が残存 した尿管での再発
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